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市民憲章の

ア イ デ アを 募 集

市
で
は
、
「
文
化
的
で
緑
豊
か

な
住
み
よ
い
活
気
の
あ
る
都
市

を
目
指
し
て
、
第
四
次
総
合
五

か
年
計
画
-
ま
つ
ど
わ
が
ま
ち

プ
ラ
ン
-
に
よ
り
、
ま
ち
づ
く

り

を

進

め
て

い

ま

す

。

こ

の

五

か

年
計

画
の

最
終

年

次
の

平

成
５

年
に

、

松

戸
市

は

市

制

施

行

五
十

周

年

を
迎

え

ま

す

が
、
こ

れ

を
記

念

し
て
「
（
仮

称
）

松

戸

市
市

民

憲

章
」

の

制

定
を

計

画
し

て

い

ま

す

。

「
市

民

憲

章
」
は
、
市

民
の

皆

さ
ん

が

郷

土
を

愛

し

、
こ

れ

か

ら

の

新
し

い

ま

ち

づ

く
り

や
コ

ミ

ュ

ニ
テ

ィ
づ

く

り

を

す
る

う

表２｢(仮称)市民憲章｣の名称について

え
で

の

指
針

と

な

る

も
の

で

す

。

昨

年
1
2
月

に

は

、

市
民

や

各

種

団

体
の

代

表

、

学
識

経

験

者

に

よ

る

市
民

憲

章

策

定
委

員

会

が
発

足
し

、
現

在
、
制
定

に

向

け

て

検

討

、
協
議

を
重
ね
て
い
ま

す

。

委

員

会
で

は

、

広
く

市

民
の

皆

さ
ん

か

ら

ご

意

見
を

聞

く

た

め

、
ア

ン

ケ

ー
ト

調
査

を

行
い

ま
し

た

。

「
健

康

」
に

高

い
関

心

ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
は
、
３

月

か
ら
４
月
に
か
け
て
市
内
に
住

む
十

六

歳
以

上
の

人
を

対
象

表3「どのようなことば・事柄に関心を持っているか」

（上位16位 まで。 複数回 答あり）

表4　 どのようなことに松戸らしさを感じるか( 複数回 答あり)

項 目 件 数

緑の多い自然のある街 58
桜並木と 桜まつり 55
生活文化 都市 46
江戸川 37
交通が便利な街 34
本土寺 27
ぬくもり のある街 24
東京の近隣都市 18
田舎のイメージかある街 16

安心し て住める街 15
ご みご みしたきたない街 14

矢切の渡し 14

松戸まつり 13
すぐ やる 課 10

に
、
郵
送
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

千
五
百
九
十
一
件
の
調
査
書

に
対
し
、
寄
せ
ら
れ
た
回
答
は

四
百
八
十
四
件
（
回
収
率
三
〇
・

四
％
）
。
男
女
別
で
は
、
男
二
百

三
十
七
件
、
女
二
百
四
十
七
件

と
ほ
ぼ
同
数
で
し
た
（
表
１
）
。

市
民
憲
章
の
名
称
に
つ
い
て

は

、「
市

民

憲

章
」
が
百

五

十

九

件
で

ト

ッ

プ
、

以
下

「
市

民

の

ね

が
い

」
（
百

六

件
）
、
「
市

民

の

道
し

る

べ
」
（
七

十
八

件
）
な

ど

が

続
い

て

い

ま

す

（

表
２

）
。

市

民
の
関

心

事
で

は

、「

健

康
」

（
百

五

十

件
）
、
「
環

境
」
（
百

四

十

七

件
）
、
「
自

然
」
（
百

四

十

四

件
）
、
「
福

祉
」
（
百

九

件
）

「
医

療
」
（
九

十

九

件
）
が
上

位

を

占

め
て

い

ま

す

（
表
３

）
。

「

ど
の

よ

う

な
こ

と

に

松

戸

ら
し

さ
を

感

じ

る
か

」

と

の

問

い

に

は
、「
緑

の

多
い

自
然

の

あ

る

街
」
（
五

十

八

件
）
、
「
桜

並

木

と

桜
ま

つ

り

」
（

五

十
五

件
）
、

「
生
活

文
化

都

市
」（
四

十
六

件
）

な

ど

が

あ

げ

ら

れ
て

い

ま

す

（

表
４

）
。

企
画

課

募

集

要

項

市
民
憲
章
策
定
委
員
会
で
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
参
考
に

し
な

が
ら
制
定
の
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
が
、
市
民
憲
章
を
よ

り
よ
い
も
の
に

す
る
た
め
、
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
広
く
ご
意
見

・
ア
イ
デ
ア

な
ど
を
募
集
し
ま

す
。対

象
…
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
人

応
募
方
法
…
６
月
2
0
日
〔
消

印
有
効
〕
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
に

住
所
・
氏
名
・
性
別
・
年
齢
・

電
話
番
号
・
市
民
憲
章
の
案
文

ま
た
は
意
見
（
百
字
以
内
）
を
明

記
し
て
、
〒
2
7
1
松
戸
市
根
本
三

八
七
-
五
松
戸
市
役
所
企
画
課

へ

わたしの夢

日 暮 朋 美 さん（常盤平第三小学校４年）

私か大人になったら、幼稚園のときからの

ゆめだった、かんごふさんになりたいです。

病気やけがをした人たちを、一生けん命か

ん病して、ナイチンゲールみたいに、とても

やさしい心を持った人になりたいです。

平

成
５

年
４

月

、
松

戸
市

は
市

制
施

行
五
十

周

年

を
迎
え

ま

す
。

市

で
は

こ

れ
を

記
念

し
て

、
こ

れ
か

ら
の

新
し

い

ま
ち

づ

く
り
の

指

針
と
な

る
「
（
仮

称
）
松

戸
市

市

民
憲

章

」
の

制
定

を
予

定

し
て
い

ま

す
。

現

在

、
市
民

の
代

表

や
学

識
経

験
者

な
ど
に

よ

る
市

民
憲

章
策

定

委
員

会
が

準
備

を
進

め
て
い

ま

す
が

、
市

民
の

皆

さ
ん

か
ら

広
く

ご
意

見
を
い

た

だ

き
、
よ

り
よ

い
市

民

憲
章
に

し

た
い

と
考
え

て

い
ま

す

。

皆

さ

ん
の
ご

意

見
を

お
待

ち
し
て

い

ま
す

。

豊かな緑は心をなごませてくれます

No.782

た
く
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す

仲良しのお友達と、看護婦さんになった朋美さん



広報まつど(2)第７８２号

移
動
図
書
館
み
ど
り
号
の
駐

車
場
所
を
、
６
月
1
6日

か
ら

一
部
変
更
し
ま
す
。
ま
た
上
矢

切
宝
蔵
院
と
ニ
ツ
木
蘇
羽
鷹
神

社
駐
車
場
所
は
廃
止
し
ま
す
。

長
い
間
ご
利
用
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

。

新
た
に

、
左
図
の
四
ヵ
所
を

増
や
し
ま
し
た
の
で

ご
利
用
く

だ
さ
い
。

街

角
の
図
書
館
と
し
て
お
な

じ
み
の
み
ど
り
号
は
、
約
三
千

冊
の
本
を
積
み
、
毎
週
市
内
二

十
ヵ

所
を
巡
回
し
て
い
ま

す
。

「
読
書
の
楽
し
み
」
と
と
も

に
、「
ふ
れ
あ
い
の
場
」
と
し
て

も
ご
活
用
く
だ
さ
い

。

市
立
図
書
館
　
6
5
-
5
1
1

5
番

便
利
で
す
ね

市営住宅

稔台　　　　　　　和名ヶ谷
新堀 稚 子さん　　　　　田村 文枝 さん

みどり号は、身近な公園に来てくれる

ので便利ですね。子どもたちもとても楽

しみにしています。これからもどんどん

利用したいと思います。

個人市政見学会参加者募集

－あなたも参加してみませんかー

７
月
１
日
午
前
９
時
～
午

後
３
時
3
0
分
　
コ
ー
ス
市
役
所

（
集
合
)
～
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

～
公
設
地
方
卸
売
市
場
南
部

市
場
～
消
防
訓
練
セ
ン
タ
ー
～

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
昼
食
含

む
)
～
戸
定
か
丘
歴
史
公
園
～

市
役
所
（
解
散
）

定
員
二
十

空
き
家
入
居
者
（
待
機
者
）
を
募
集

入
居
資
格
・

①
平
成
３

年
６

月
2
3日
以

前
に

住
民
登
録
を
し

現
在
も
市
内
に
居
住
し
て
い
る

人
。
ま
た
は
同
日
以
前
か
ら
市

内
の

一
定
の
勤
務
場
所
に
勤
務

し
て
い
る
人
②
現
に
同
居
、
ま

た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族

（
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の

人
、
婚
姻
予
定
者
を
含
む
）
が

い
る
こ

と
③
年
間
総
収
入

が
別

申
し
込
み
は
６
月
１５
日
～
2
2日

課
・
各
支
所
で

６

月
1
5日

～
2
2日

の
間

に

、
住
宅
課
へ

※
配
付

’・
申
し
込
み
と
も
、
午

別表1　 給与所得者１人の場合の早見表（前年１年間の総収入）　単位･ 円

種別
家族数
(本人を含む) 単身者 ２ 人 ３ 人 ４ 人 ５ 人

第２

種
総収入
金 額

最低 ０ ０ ０ ０ ０

最高 2,207,999 2,707,999 3,207,999 3,659,999 4,095,999

第１

種
総収入
金 額

最低 2,208,000 2,708,000 3,208,O00〕3,660,000 4,096,000

最高 3,591.999 4,027,999 4,463,999 4,903,999 5,339,999

別表２事業所得者１人の場合の早見表（前年1 年間の必要経費控除後の所得金額） 単位・円

前
９

時
～

午

後
５

時

（
土

曜

日

は
正

午

ま
で

）
。
６

月
1
3
日

・
1
4
日

・
2
1
日

は

行

覆別 家族数
(本人を含む)

単身者 ２ 人 ３ 人 ４ 人 ５ 人

第２

種
総収入
金 額

最低 ０ ０ ０ ０ ０

最高 1,380,000 1,730,000 2,080,000 2,430,000 2,780,000

第１

種
総収入
金 額

最低 1.380,001 1,730,001 2,080,001 2,430,001 2,780,001

最高 2,376,000 2,726,000 3,076.000 3,426,000 3,776,000

クリーンセンターのごみピットを見学する皆さん

人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

費
用

無

料

６
月
1
9
日
必
着
で
、
往
復
ハ

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電
話
番
号
を
記
入
し
（
一
人

一
枚
に
限
り
ま
す
）
、
〒
2
7
1
松
戸

市
根
本
三
八
七
-
五
松
戸
市
役

所

広

報
課

へ

い
ま
せ
ん
。

入
居
方
法
…
当
選
順
位
で

空

き
家
が
生
じ
し
だ
い
入
居
。
平

成
５
年
５

月
末
日
ま
で
に

、
空

き
家
が
生
じ
な
い
場
合
は

、
当

選
権
が
失
な
わ
れ
ま
す
。

住
宅
課
公
営
住
宅
係

觀 市 営 住 宅 名． と 間 取 り 戸数

第一

種
住
宅

天神山･松戸新田･新松戸･新松戸第二･三矢小台･六高台の３ＤＫなど ９

常盤平南部・常盤平南部第二・幸田第二の３ＤＫなど ９

横須賀・小金原２号棟・小金原併存・幸田・八ヶ崎の2DK 11

母子世帯向け住宅の3DK １

身体障害者向け住宅の３ＤＫなど １

第二

種
住
宅

胡録台・相模台１号棟・稔台・小金原１号棟の２Ｋ（ 単身可） ４

八ヶ崎・常盤平南部・相模台２号棟の２ＤＫなど ２

天神山･松戸新田･新松戸･新松戸第二･幸田第二･三矢小台･六高台の３ＤＫなど ７

母子世帯向け住宅の３ＤＫなど ３

身体障害者向け住宅の2LDK など １

老人世帯向け住宅の３ＤＫなど １

再

生
自

転
車
を

販
売

受
付
日
時
６
月
1
9
日
午
前

９
時
～
午
後
３
時
と
2
0
日
午

前
９
時
～
１
１
時
　
抽
選
・
販
売

日
時
６
月
2
0
日
午
前
１
１
時
か

ら
　
会
揚
生
き
が
い
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
金
ヶ
作
二
七
七
-
四
）

台
数
・
価
格
四
十
台
・
一
台
五

千
円
～
一
万
一
千
円
　
交
通
五

香
駅
東
口
か
ら
新
京
成
バ
ス

「
小
新
山
行
き
」
ま
た
は
「
柏
陵

高
校
行
き
」
で
、
新
栄
町
入
口
下

車
（
五
香

駅

午

前
９

時
2
1
分
・
3
0

分

、
1
0時
４

分
発

が
あ

り

ま
す

）

※
抽

選

日
当

日
（
2
0
日

）
は

、
五

香
駅
東
口
午
前
1
0時
2
0発
の

事
業
団
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
運

行
し
ま
す
（
迎

え
の
み
）
。
車

で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い

。
生
き
が
い
福
祉
事
業
団
　
8
4
-

3
1
9
1

番

遺
児
手
当
　
該
当
す
る
人
は
申
請
を

父
や
母
の
一
方
ま
た
は
両
親

と
死
別
し
た
児
童
（
中
学
校
卒

業
ま
で
）
を
扶
養
し
て
い

る
人

に
遺
児
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

該
当
す
る
人
は
申
請
し
て
く

だ
さ
い
（
現
在
受
給
し
て
い
る

人
は
、
手
続
き
不
要
で

す
）
。

申
請
に
必
要
な
も
の
認
め
印
・

世
帯
全
員
の
住
民
票
（
本
籍
が

記
載
さ
れ
て
い
る
、
一
ヵ
月
以

内
に
発
行

さ
れ
た
も
の
）・
遺
児

の
記

載

さ
れ
て

い

る
戸

籍
謄

本
・

申
請
者
名
義
の
預
金
通
帳

（
郵
便
局
を
除
く
）
の
表
紙
の

コ

ピ
ー
　
手
当

月
額
片
親
と
死

別
＝
五

千

円
、
両

親

と

死

別

＝
九
千
五
百
円
（
児
童
一
人
に

つ
き
）
　
受
付
期
間
随
時
（
申
請

の
翌
月
か
ら
支
給
し
ま
す
）

支
給
月
８
月
・
1
2月
・
４
月
（
年

三
回
）

援
護
課
援
護
係

敬
老
お
こ
づ
か
い
を
９
月
に
支
給

6
9歳
以
上
の
人
は
申
請
を

対
象
４

月
１
日
現
在
、
松
戸

市
に
住
民
登
録
ま
た
は
外
国
人

登
録
を
し
て
い
る
満
六
十
九
歳

以
上
の
人
（
大
正
1
2年
４
月
１

日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
）
。
す
で

に
受
給
さ
れ
て
い
る
人
、
申
請

済
み
の
人
は
除
き
ま
す
。

教
育

委

員
会

議
を

開

催
し

ま
す

６
月
1
8日

午
後
２
時
3
0分

か
ら
　

会
揚
教
育
委
員
会
教
育

長
室教

育
委
員
会
庶
務
課
秘
書
係

6
6
-
7
4
5
5
番

お
こ
づ
か
い
七
千
円（
所
得
や

年
金
に
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん
）

印
鑑
持
参
の
う
え
直
接
、
市

役
所
な
が
い
き
課
、
各
支
所
、

常
盤
平
・
矢
切
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
へ

な
が
い

き
課
庶
務
係

心
・
技
・
知

危
険
物
に
は
真
剣
勝
負
！

６
／
７
～
６
／
１
３
は

危

険
物
安

全
週
間
で
す

移
動
図
書
館
み
ど
り
号
の
巡
回
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
か
わ
り
ま
す

表
１
・
２
の
収
入
基
準
に
該
当

す
る
人
。
た
だ
し
、
二
人
以
上

の
収
入
が
あ
る
世
帯
、
寡
婦
（
夫
)

控

除

・

身

障
者

控

除
の

対
象

者

が
い

る

世
帯

に

つ
い

て

は

、

金

額
に

変

更

が
あ

り

ま

す

④
現
に

住

宅
に

困
窮

し
て

い

る
こ

と

が

明
ら

か

な

人

申

込

用

紙

の

配
布
・

６

月
８

日

～
2
2
日

の

間

に

、

住
宅

「
み
ど
り
号
」

駐
車
場
所

と
時
間
表
（
 
 

は
新

設
）



1992 年(平成４年)６月５日[3]広報ま

つど 高速バスの運行時刻表

京
成
電
鉄
と
成
田

空
港
交
通

が
共
同
し
て

、
松
戸
駅

前
～
成

田

空
港
間
の
高
速
バ
ス
を
運
行

し
て
い
ま
す
。

一
日
八
往
復
あ
り
、
所
要
時

間
は
約
一
時
間
二
十
分
。
車
内

に
は
、
荷
物
置
き
場
・
電
話
も

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
度
市
内
の

各
旅

五
香
六
実

石
井

洋
子
さ
ん

行
会
社
営
業
所
で

、
一
ヵ
月
前

か
ら
乗
車
予
約
が
で

き
る
よ
う

に

な
り

、
一
層
便
利
に
な
り
ま

し
た

。

東
葛

地
域
か
ら
直
通
で

成
田

空
港
へ
。
空
の
玄
関
が
ま
す
ま

す
身
近
に

な
り
ま
し
た
。

発
着
場
・
松
戸
駅
西
口
五
番

乗
り
場

運
賃
・
片
道
二
千
円
(
小
人

は
千
円
）

京
成
電
鉄
松
戸
営
業
所
　
6
2
-

1
2
5
5

番
、
市
役
所
交
通

計
画
課空港４階の出発ロビーまで、

直接、到着できるのでとても

便利です。

いすもゆつたりして、荷物

置き場もあるので快適でした。

平成４年度から新たに電子計算機処理を開始する巣務

市
民
の
個
人
情
報
を
保
護
す

る
た
め
制
定
さ
れ
た
、
電
子

計

算
機
処
理
に
係
る
個
人
情
報
の

保
護
に

関
す
る
条
例
の
規
定
に

基
づ
き
、
電
子
計
算
機
処
理
に

よ
り
記
録
さ
れ
て
い
る
個
人
情

報
の

状
況
を
公
表
し
ま
す
。

事
務
管
理
課

中止する業務

機関名 業 務 名

市 長 長期営農継続農地認定処理業務

機関名 業 務 名 主 な 収 集 項 目 対 象 者

市長

市有財産管理 氏名､住所､譲渡価格､面積
市有財産の譲受人､讓渡

人および市有財産貨付人

水洗普及

台帳管理

氏名､住所

資産内容(下水道事業毘可区城内家屋)

下水道処理区域

内家屋所有者

家庭奉仕員

派遣事業

氏名､申出者氏名､住所､性別､生年月日､本籍､続柄､婚姻､学歴､職業

､障害､傷病歴､健康時状態､収入内容､控除内容､資産内容､口座内容

､税額､国保､年金関係､保険･共済､特別障害者手当､ねたきり老人

等福祉手当､電話番号､派遣回数･時間派遣手数料､利用者負担額、

階層､サービスの内容､主冶医､薬の種類､介護状況､派遣年月日､納

入年月日､申請年月日､身体障害
者手帳､日常生活用具

おおむね65歳以

上の在宅老人お

よび身体の不自

由な要介護者で

家族が介護でき

ない状況の人

建築確認支援ｼｽﾃﾑ 氏名､住所､建築物､建築費用 建築主

教 胥

委員会
授業料等口座振替業務

氏名､住所､性別､生年月日､保護者氏

名､出身中学校､口座内容､電話番号

松戸市立高校在籍生

徒および保護者

平 成 ３年 度か ら継 続 して い る主な 業務

機関名 事 務 名 主 な 収 集 項 目 対 象 者

市 長

市民税賦課収納 氏名、住所、収入、控除、課税標準、税額口座

納税義務者固定資産税賦課収納 氏名､住所､地番､地積､地目､評価額､建築年､課税標準､税額､口座

軽自動車賦課収納 氏名、住所、標識番号、車種、税額、口座

住民基本台帳 氏名、住所、性別、続柄、世帯主、本籍、筆頭者
住 民

印鑑登録 氏名、住所、性別、印鑑鑑登録年月日、印影

外国人登録 氏名、住所、性別、生年月日 、続柄 外 国 人
国民年金賦課収納 氏名､住所､記号番号､資格､取喪年月日､保険料､口座

納 入 者国民健康保険賦課収納 氏名､住所､記号番号､資格､取喪年月日､保険料､口座

国民健康保険資格 氏名､住所､記号番号､貰格､取喪年月日､診療報酬額､診療報酬内容受 給 者
児童措置関係

および賦課収納
氏名、住所、児童氏名、階層、所得、保育料、口座

納 入 者
下水道使用料 氏名、住所、使用料、口座

生活保護事務 氏名､住所､性泓生年月日､続柄､学歴､職業､口座内容､電話番号､扶助額生活保護受給者
教育委員会 中学校給食管理 氏名、保護者氏名、住所、性別、口座内容、在学中学校 中学在学生および教職員

順
調
に
工
事
が
進
ん
で
お
り

前
者
に
つ
い
て
は
来
年
４
月

末
か
ら
５
月
に
か
け
て
、
後

者
に
つ
い
て
は
来
年
1
一
月
に

は

、
こ

け

ら

落
と

し

が
で

き

る
で

し

ょ

う

。

公

園

入

口

広
場

と

博

物
館

は

、

地
下

道

で

結

ぶ
こ

と

に

な
っ
て

お
り

、
来
年
４

月
に

は
完
成
の
見
込
み
で

す
。

そ
の
地
下
道
の
入
口
近
く

か
ら

、
光
と
風
の
広
場
に
下

り
る

、
公
園
の
メ

ー
ン
の
入

口
が
計
画
さ
れ
て
い
た
の
で

す
が
、
用
地
に
つ
い
て

目
下

話
し
合
い
中
で
す
。
開
放
す

る
た
め
に
は

、
入
口
の
場
所

を
少
し

移
動
す
る
な
ど
、
従

来
の

計
画
を
一
部
変
更
し
て

も
、
一
日
も
早
く
こ

れ
を
完

成
さ
せ
る
こ

と
が
必
要
で

あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。

昭
和
5
5年
か
ら
、
公
園
建

設
に
つ
い
て
地
元
説
明

を
始

め
て

か
ら
十
三
年
。
緑
の
象

徴
で

あ
り

、
且
つ
松
戸
市
最

大
の

事
業
で

あ
る
、
こ

の
公

園
の

完
成
の
時
期
が
近
付
い

て
い
る
こ

と
を
、
今
回
の
視

察
で
確
か
め
る
こ
と
が
で

き

ま
し
た
。

私
は
現
地
で
、
総
合
公
園

建
設
事
務
所
の
所
長
や
職
員

に
対
し
て
、
来
年
春
の
「
み

ど
り
の
日
」
か
ら
「
こ

ど
も

の
日
」
ま
で
に
は

開
園
で

き

る
よ
う
、
激
励
し
て
帰
途
に

つ
き
ま
し

た
。

歯
磨
き
の
回
数
と
時
間

歯
磨
き
は
「
食
べ
た
ら
磨

く
」
が
理
想
的
で
す
。
毎
食

後
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
間

食
を
と
っ
た
後
に
も
、
す
ぐ

に
磨
く
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

し
か
し
、
現
実
に
は
「
心

ず
磨
く
」
は
、
な
か
な
か
難

し
い
こ

と
で

あ
る
の
も
確
か

で
す
。

で

は
実
際
に
は
、
一
日
に

最
低
何
回
く
ら
い
磨
く
の
が

よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

健
常
な
人
の
場
合
、
最
低

で
も
一
日
二
回
、
そ
の
う
ち

一
回
は
就
寝
前
に
磨
く
こ

と

が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
よ

う

で
す
。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん

、

正
し

く
磨
け
て
い
る
こ
と

が

大
前
提
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
歯
周
病
の
人
や

む
し

歯
が
で
き
や
す
い
子
供

の
場
合
に
は
、
も
っ
と
回
数

を
多
く
す
る
必
要

が
あ
り
ま

歯
科
無
料
相
談

歯
の

衛

生
週

間

（
６

月
４

日

～
1
0
日

）

に
ち

な

み

、

歯

科

無

料
相

談

を
行

い

ま

す

。

日

時
６

月
６

日

午

後

１

時
3
0分
～
３

時
ま
で
受
付

会
場
衛
生
会
館

健
康
管
理
課
保
健

計
画
係

市長の窓

５
月
の
連
休
前
の
一
日

、

私
は
千
駄
堀
に
建
設
中
の
、

二
十
一
世
紀
の
森
と
広
場
の

進
捗
（
ち
ょ
く
）
状
況

を
視
察

い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
公
園
は
、
既
に
土
曜
・

日

曜
の
天
侯
の
よ
い
日
に
は

ど
こ
か
ら
入
園
す
る
の
か
、

か
な
り
の
人
々

が
楽
し

ん
で

い
る
の
を
見
ま
す
。

私
自
身
、
日
ご
ろ
か
ら
、

一
日
も
早
く
開
園
さ
せ
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
何

を
ど
う
す
れ
ば
早
く
開
園
で

き
る
の
か
、
自
分
の
目
で
そ

れ
を
確
か
め
た
か
っ
た
の
で

、

視
察
し
た
の
で

す
。

こ
の
公
園
は
前
に
も
述
べ

た
と
お
り
、
自
然
の
豊
か
な
、

面
積
約
五
十
・
五
㌶
の
広
大

な
公
園
で
す
。

既
に
用
地
は
、
総
面
積
の

約
八
八
％

が
地
主
さ
ん
と
の

契
約
を
終
え
て
い
ま
す
。
そ

の
う
ち
約
半
分

が
買
収
、
残

り
約
半
分
が
借
地
で
す
。

普
通
の
場
合
、
借
地
契
約

だ
け
で
は
、
地
主
さ
ん
の
都

合
に
よ
っ
て

は
、
市
は
そ
の

土
地
を
お
返
し
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す

が
、
こ

の
公
園
は
既
に

都
市

公
園
と
し
て
計
画
決
定
し

、

建
設
大
臣
の
認
可
を
得
て
い

ま
す
の
で
、
他
の
用
途
に
は

使
え
ま
せ
ん
。
従
っ
て
引
き

続
き
、
地
主
さ
ん
か
ら
は
お

借
り
し
て
い
け
る
わ
け
で

す
。

今
後
の
課
題
で
す
が
、
未

契
約
の
土
地
に
つ
い
て

、
早

く
買
収
ま
た
は
借
地
の
契
約

を
地
主
さ
ん
と
結
ば
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

さ
て

、
私
か
視
察
し
た
と

き
は
天
候
も
よ

く
、
公
園
の

斜
面
や
台
地
の

新
緑
が
大
変

鮮
や
か
で

、
本
当
に
き
れ
い

で
し
た
。

光
と
風
の
広
場
、
つ

ど
い

の
広
場
、
み
ど
り
の
里
も
ほ

ぽ
完
成
し
て
い

ま
し
た
。

池
に
近
い
、
花
壇
の
多
い

水
と
こ

か
げ
の

広
場
は
、
平

成
４

年
度
中
に

は
、
周
囲
に

支
障
の
な
い
よ

う
に
整
備
が

終
わ
る
で

し
ょ
う
。

池
の
工

事
も
既
に
着
工
し

て
お
り
、
護
岸
工
事
も
進
ん

で
い
て

、
こ
れ
も
平
成
５

年

に
は
完
成
さ
せ

る
こ
と

が
で

き
そ
う
で
す
。

や
緑
に
つ
い
て

勉
強
し
た
り

憩
い
の
場
と
な
る
施
設
で
す

驚
い
た
こ

と
に
池
の
予
定

地
に
は
、
今
で
も
湧
（
わ
）
き

水
に
よ
っ
て
か
な
り
の
水
量

が
あ
り
ま
す
が
、
既
に
そ
こ

で
生
ま
れ
た
子
ガ
モ

が
、
何

羽
も
か
わ
い
い
姿
で

泳
い
で

二
十
一
世
紀
の
森
と
広
場
開
園
に
む
け
て

宮
間
満
寿
雄

池
の
ほ
と
り
に
建
設
す
る

パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
や

カ
フ
ェ

テ
ラ
ス
も
既
に
設
計
を
終
え
、

今
年
度
中
に
着
工
の
予
定
で

す
の
で
、
遅
く
と
も
平
成
５

年
度
中
に
は
、
完
成
の
運
び

と
な
る
で
し

ょ
う
。

こ

れ
ら
の

施
設
は
、
公
園

い
た
こ

と
で

す
。
池
に
は
い

つ

の
ま
に
か

、
魚
も
住
み
始

め
た
と
の
こ

と
で
し
た
。

こ
の
池
に
接
す
る
奥
の
方

の
地
域
は
、
こ
こ
に
公
園
を

つ

く
る
前
か
ら
あ
っ
た
自
然

の

姿
を
、
そ
の
ま
ま
で

残
そ

う
と
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ

さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り

、
駐

車
場
の
用
地
も
一
部
借
り
る

こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
開
園

に

向
け
て
、
駐
車
場
の
整
備

工

事
も
急
が
な
け
れ
ば
と
思

い
ま
し
た
。

こ

の
公
園
内
に
で

き
る
郷

土
博
物
館
と
文
化
会
館
も
、

電子計算機による

個人情報処理の公表

歯
を
大
切
に

す
。ま

た
、
一
回
当
た
り
ど
の

く
ら
い
の

時
間
を
か
け
て
、

磨
け
ぱ
よ
い
の
で
し

ょ
う
か
。

歯
の
汚
れ
（
プ
ラ
ー
ク
）
を

き
ち
ん
と
取
る
に
は
、
普
通

十
～
二
十
分
、
歯
科
医
院
で

歯
磨
き
の
指
導
を
受
け
て

、

か
な
り
熟
練
し
た
人
で

も
五

分
く
ら
い
は
か
か
る
よ

う
で

す
。本

人
の
感
じ
で
は
、
1
～

三
分

磨
い
て
い
る
つ

も
り
で

も
、
実
際
に

計
っ
て
み

る
と
、

三
十
秒
～
一
分
ぐ
ら
い
の
ケ

ー
ス
が
多
い

も
の
で
す
。

一
度
、
洗
面
所
に
時
計
を

置
い
て
、
自
分
の
歯
磨
き
時

間
を
計
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

意
外
に

短
い
こ

と
に
、
驚
か

れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

（
松
戸
歯
科
医
師
会
）

で

す
。

公
園
が
開
放
さ
れ
ま
す
と

市
内
か
ら
は
も
ち
ろ
ん
、
市

外
か
ら
も
自
然
を
慕
っ
て

多

く
の
人
々
が
来
園
す
る
と
予

想
さ
れ
ま

す
。
車
で

来
る
方

も
多
く
な
る
で
し

ょ
う
。

お
か
け
様
で

、
関
係
地
主

空
の
玄
関
に
直
接
便

松
戸
⇔
成
田
間
、
高
速
バ
ス
運
行
中

現
地
を
視
察
す
る
市
長



広報まつど(4)
第７８２号

平成3年度下半期　財政事情

第
四
次
総
合
五
か
年
計
画
を
着
実
に
実
行

平
成
３
年
度
下
半
期
（
平
成
３
年
1
0月
１
日
～
４

年
３

月
3
1日
）
の
財
政
事
情
を
公
表
し
ま
す
。

３
年
度
は
、
第
四
次
総
合
五
か
年
計
画
の
中
間
年

次
（
三
年
目
）
に
当
た
り
、
計
画
の
達
成
を
左
右
す

る
大
切
な
年
で
し
た
。

そ
こ
で
、
効
率
的
な
予
算
執
行
を
図
り
、
計
画
に

盛
り
込
ま
れ
た
諸
施
策
を
着
実
に
実
行
し
、
計
画
の

達
成
を
目
指
し
ま
し
た
。

予

算

の

執

行

状

況

〔
一
般
会
計
〕

一
般
会
計
予
算
の

執
行
状
況

は
、
表
①
の
と
お
り
で
す
。

平
成
３

年
度
の
最
終
予
算
額

は
、
一
千
六
十
八
億
七
千
五
百

三
万
四
千
円
に
な
り
ま
し

た
。

当
初
九
百
七
十
七
億
円
で
し

た
が
、
そ
の
後
五
回
の

補
正
を

行
い
、
九
十
一
億
七
千
五
百
三

万
四
千
円
を
追
加
し
た

も
の
で

す
。予

算
額
に
対
し

、
平
成
４
年

３

月
3
1
日

現

在
の

収
入

済

額

は
、
八
百
六
十
四

億
八
千
五
百

九
十
二
万
一
千
円
で

、
収
入
率

来春の開園に向け て整備が進む二十一世紀の森と広場。中央 の建物は建設中の博物館

は
八
〇
・
九
％
で
す
。

支
出
済
額
は
、
九
百
十
七
億

四
千
五
百
七
十
九
万
七
千
円
で

、

執
行
率
は
八
五
・
八
％
で
す
。

一
時
的
な
支
払
資
金
の
不
足

に
つ
い
て
は
、
財
政
調
整
基
金

な
ど
で
繰
り
替
え
て
い
ま
す

が
、
５
月
末
日

ま
で
に
は
、
不

足
額
に
見
合
う
収
入

が
あ
り
ま

す
の
で

、
不
足
額
は
補
て

ん
さ

れ
ま
す
。

〔
特
別
会
計
〕

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
ほ

か
五
特
別
会
計
の
予
算
執
行
状

況
は
、
表
②
の
と
お
り
で

す
。

〔
企
業
会
計
〕

病
院
事
業
会
計
ほ
か
二
企
業

会
計
の
予
算
執
行
状
況
は

、
表

③
の

と
お
り
で
す
。

各
企

業
と
も
健
全
な
公
営
企

業
の

経
営
に
努
め
て
い
ま
す
。

一般会計予算の執行状況　　 表①

表②特別会計予算の執行状況

(単位：千円)

会 計 名 予算現額 収入済額 収入率(％) 支出済額 執行率(％)

国 民 健 康 保 険
特　 別　 会 計

15,409,257 13,745.490 89.2 13,178,183 85.5

松 戸 競 輪
特　 別　 会　 計 14,217,093 14,289,974 100.5 13,720,585 96.5

下 水 道 事 業
特 別 会 計 (1,602,890)

14,632,483
(1,267,815)
8,336.969

(79.1)
57.0 (1,602,890)

10,052,498
(100.0)

68.7

公設地方卸売市場事業
特 別 会 計 463,600 480,335 103.6 421,585 90.9

老 人 保 健 事 業
特 別 会 計 10,353,029 9,644,150 93.2 9,365,414 90.5

駐車場事業
特別会計 374,276 380,029 101.5 349,442 93.4

合 計 (1,602,890)
55,449,738

(1,267,815)
46.876,947

(79.1)
84.5

(1,602,890)
47,087,707

(100.0)
84.9

（　）内は繰越分

企業会計予算の

執行状況

病 院 事 業 会 計

収益的
収 入

1129.5
1128.7

収益的
支 出

129.5
128.7

資本的
収 入

3.4
3.4

資本的
支 出

9.9

9.7

ジ
ャ
ズ

体
操

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル

参
加

グ
ル

ー
プ

募
集

発
表
会
日
時
1
0月
2
5日

午

後
１

時
か
ら
　

会
場
市
民
会
館

対
象
運
営
委
員
会
に
参
加
で
き
、

役
割
分
担
に
協
力
で
き
る
グ
ル

ー
プ
、
先
着
で
二
十
五
団
体
程

度
　
運
営
委
員
会
７
月
２
日

午
後
１

時
3
0分
か
ら
、
健
康
増

進
セ
ン
タ
ー
で

６
月
６
日
午
前
９
時
か
ら

直
接
ま
た
は
電
話
で
、
健
康
増

進
セ
ン
タ
ー
　
6
8
-
１
８
１
４
、

6
5
-
5
5
8
8
番
へ
（
日
曜
日

と
水
曜
日
の
午
後
を
除
く
）

優

良

経
営
食

料
品

小
売

店
全

国
コ

ン

ク

ー
ル
の

参
加

店
を

募

集申
込
期
限
６

月
2
0日

(
財
)
食
品
流
通
構
造
改
善
促
進

機
構
　
0
3
-
3
2
5
5
-
2
0

2
7
番

結
婚

五
十

周
年

・
金

婚
夫

婦

に
お

祝

い
品
を

贈
呈

対
象
昭
和
1
7年
９

月
１
日
～
1
8

年
８

月
3
1日
の
間
に
結
婚
し
、

夫
婦
と
も
に
健
在
の
市
内
在
住

の
人本

人
の

申
請
で

贈
呈
し
て
い

ま
す
。
知
り
合
い
で
該
当
す

る
人

が
い
た
ら
教
え
て
あ
げ

て

く
だ
さ
い
。

６
月
3
0
日
ま
で
に
、
ハ
ガ

キ
に
住
所
・
夫
婦
の
氏
名
・
電

話
番
号
・
結
婚
年
月
日
・
町
会

名
を
書
い
て
、
〒
2
7
1
松
戸
市
本

町
一
四
-
二
第
一
生
命
ビ
ル
内

松
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
（

6
8
-
0
5
0
3
番
）
へ

1
1
1
1

歯
科

衛

生
士

を
募

集

勤
務
時
間
土

・
日

曜
日
、
休

日

、
年
末
年
始
の
午
後
７

時
3
0

分
～
1
1時
3
0分
　

勤
務
場
所
休

日
土
曜
日

夜
間
歯
科
診
療
所（
衛

生
会
館
内
）
　
募
集
人
員
若
干

名
保
健
衛
生
課
庶
務
係

盆

踊

り
講

習
会

６

月
2
0日

・
2
7日

午
後

７
時
か
ら
　

会
場
市
民
会
館

内
容
「
踊
る

ご
み
減
ら
し
」
な
ど

費
用
無
料

松
戸
民
踊
愛
好
会
・
川
島
　

6
2
-
６
９
５
７
番

盆
踊

り
無

料

講
習

①
６
月
2
1日
面

午
後
２
時
～

８
時
②
６
月
2
8日

午
後
１

時

～
４

時
　
会
場

①
明
市
民
セ
ン

タ
ー
②
新
松
戸
市
民
セ
ン
タ
ー

立
詩
吟
舞
踊
愛
好
会
・
小
林
　

6
3
-
0
6
7
4
番

季
節
（
中
元
）資
金
の

ご
案
内

県 の 制 度 市の制度

融 資

限度額

中小企業者　800 万円以内

組合　　　1,200 万円以内
100万円以内

融 資

利 率

ア.4.6% 以内(保証協会付き)

イ.5.1％以内(ア.以外)

5.8 %
(利子補給有り

3.26%)

融資期
間

５ヵ月以内 ６ヵ月以内

償還方
法

割賦償還または一把償還

受け付け 7/31 まで

憇
県
制
度
＝
松
戸
商
工

会
議
所

昔
6
4－
3
1
1
1

番
、
市
制
度

＝
商
工

課
振
興
係

床
下
薬
剤
散
布
日
程
（
雨
天
延
期
分
）

２

月
３
日
か
ら
５

月
2
6日
ま

で

の
閧
に

、
雨
な
ど
で
延
期
と

な
っ
た
分
に
つ
い
て

、
下
表
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
（
実
施
日

が
再

度

延
期

に
な

っ
た

場
合

は
、
そ
の
翌
日
に

実
施
）
。

2
9回

6
/
2
5

期

日

下
矢
切
第
一
・
第
ニ
・
第
三

常
盤
平
七
丁
目

常
盤
平
柳
町

実
施
す
る
町
会
・
自
治
会

生
活
環
詭
課
環
境
衛
生
係

(平成３年10月１日～４年３月31日)



1992 年(平成４年)６月５日(5)広報まつ

ど

市
税
の
住
民
負
担
状
況

皆
さ
ん
に

ご
負
担
い
た
だ
い

た
市
税
を
、
市
民
一
人
当
た
り

ま
た
、
一
世
帯
当
た
り
に
換
算

し
た
も
の

が
、
表
④
の
市
税
の

住
民
負
担
状
況
で

す
（
平
成
４

年
３

月
3
1日
現
在
）
。

一
人
当
た
り
十
三
万
九
千
七

百
九
十
一
円

、
一
世
帯
当
た
り

三
十
八
万
二
千
二
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

平 成 ４年 ３月31 日 現在

(住民基本台帳人口)

人 口　　451,696 人

世帯数　165,295 世帯

面積　　　61.33km3

市有財産の

現在高

一世帯当たり 一人当たり

市 民 税 248,228円 90,837円

固定資産税 93,423円 34,188円

都市計画税 17,658円 6,462円

そ の 他 22,693円 8,304円

合 計 382,002円 139,791円

市
の

財
産
に
は
、
土
地
や
建

物
の
ほ
か
、特
定
の
目
的
の
た
め

に
資
金
を

積
み

立
て
た
り

、
定

額
の
資
金
を
運
用
す
る
た
め
に

設
け
た

基
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

主
な
財
産
の
現
在
高
は

、
表

⑤
の
と
お
り
で
す
。

再開発事業が着々と進む北小金駅南口

競

輪
事

業
収
益
金

の
使
途
状
況

民生費 100,000 千円

土木費 1,336,000 千円

教育費 100,000 千円

合 計 1,536,000千円

地方債の現在高　　 表⑥

地方債の現在高
水道事業債、 一時借入金の現在高…なし

期　日 内　　　　　 容 開演時間

６／６ ブラスオルケスター定期演奏会　　， 18:00

７ 松戸東高校吹奏楽部ＯＢ演奏会 14:00

10 ベンチャーズコンサート　　　　　　 ☆ 18:30

12 五木ひろしコンサート　　　　　　　 ☆ 14:30  18:30

13 観劇　船乗りクプクプ の冒険　　　　 ☆ 15:00 18:00

20 コール・メイ定期演奏会　　　　　　 ☆ 17:00

21 民謡チャリティーショ ー 11:00

26 子すずめ保育園チャリティー音楽会　 ☆ 18:30

27 松戸シティフィル定期演奏会　　　　 ☆ 18:00

28 ヨークカルチャーバレエ発表会 15:30

7/5 八州会日本舞踏発表会 13:00

※月曜日は休館。☆印のついている催し物は有料です。

市民会館　68-1237 ～8 番

期 日 内 容 開演時間

6/6 いずみ会日本舞踏発表会 12:00

７ アコール聖徳ファースト コンサート　 ☆ 14:00

13 ことぶき音楽教室ピアノ・ヴァイオリン発表会 15:00

14 ピアノ発表会 11:00

17 健康カラオケコンテスト 18:00

19 松戸名人会 13:30

20 ピアノ発表会 15:00

21 ピアノ・エレクト ーン発表会 10:00

25 ピアノ研究発表会 18:00

26 ロック・バンド発表会 16:00

27 ビブラホンコンサート（松戸子供劇場） 18:00

28 みのり台混声合唱団定期演奏会 13:00

※月曜日は休館｡ ☆印のついている催し物は有料です。

市民劇場 68-0070 番

期間 6/5 まで 6/6～19 6/20～7/4

東ギ
ャ
ラ
リー とまとの会

・のの会

合同展

竹盛会竹工芸展
月曜スケッチ会

淡彩スケッチ展

西ギ

ャ
ラ
リー

土曜スケッチ会

風景画展

アトリエ・デシモーネ

ステンドグラス作品展

社会教育課成人教育係　66-7462 番

期 間 内 容

6/2～7 合同作品展

10 ～19 松戸東葛地区高校美術展

23～7/5 松戸市美術展覧会

休館日…月曜日

開館時間…午前10時～午後６時（初日と最終日は変更もあり ます）

文 化 ホ ー ル　67-7810 番

市

は

、
教

育

・
土

木

・

社

会

福

祉

・

衛
生

・

消

防
な

ど

各

種

事

業

を
行

っ

て
い

ま

す
。

こ

れ
ら

の

経

費
は

、
通

常

市

民

の

皆
さ

ん

に

負

担
し

て

い

た

だ

く

地

方
税

、

国
や

県

か

ら

の

補

助

金
な

ど

、

そ
の

年
度

の

収

入
で

賄

わ
れ

ま

す

。

し

か
し

、
事

業
の

効
果

が

後

世

に

も
及

ぶ

た

め

、

将
来

の

市

民

の

皆
さ

ん

に

も

そ
の

負

担

を

し
て

い

た

だ

い

た

方

が
、

税

の

負
担
の
公
平
が
図
れ
る
こ

と
か

ら
、
市
は
、
国
や

銀
行
な
ど
か

ら
長
期
で

返
済
す
る
資
金
を
借

り
て

事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
借
入
金
の

残
高
は
、
表

⑥
の
地
方
債
の
現
在
高
の
と
お

り
で

す
。

今
後
も
地
方
債
の
適
正
な
導

入
と
同
時
に
、
将
来
の
財
政
負

担
を
十
分
に
考
慮
し
な
が
ら
地

方
債
を
活
用
し
て
い

き
ま
す
。

財
政
課

期 日 時 間 費 用 会場

6/17

午後

３
時
～
４
時

無

料

図書館本館

18 古ケ崎市民センター

19 小金北市民センター

24 図書館本館

25 東部スポーツパーク

26 二十世紀が丘市民センター

7/1 八柱市民センター

２ ハケ崎市民センター

３ 小金市民センター

でんわおはなしキャラバン　63-9999 番
市立図書館　65-5115 番

期 日 内 容

6/14～7/26まで 松戸 の明治・写真展（ 後期）

休館日…月曜日

入館料…大人51円・小中学生20円

戸 定 歴 史 館　62-2050 番

劇
団

俳

協
ミ

ュ

ー

ジ
カ

ル

「
船

乗

り
ク
プ

ク

プ
の
冒

険
」

６
月
1
3日

午
後
３
時
・
６

時
　

会
揚
市
民
会
館
　
費
用
千

五
百
円

馬
橋
学
童
保
育
所
・
桂
川
　

4
4
-
９
６
８
１
番

ア

メ

リ

カ

シ

ロ

ヒ

ト

リ

の

早

期

駆

除

を

市
で

は

、
ア

メ
リ

カ

シ

ロ
ヒ

ト

リ

を

自
主

的
に

駆

除

す

る

人

に

、

器

具
や

薬

剤

を
無

料
で

貸

し
て

い

ま
す

。

印

鑑
を

持

参
の

上

、
直

接

農

政

課
へ

※
五
㍍
以
上
の
樹
木
で
、
家
庭

で

駆

除
で

き

な
い

場

合

は

、

町

会

・
自

治

会

な
ど

の

申
し

込
み

に

よ

り

、

薬
剤

散

布

を

行
い

ま
す

。

防

除

期

間
・

①

６

月
1
8
日

～
７

月
3
1
日

②
８

月
2
0
日

～
９

月
1
0
日

受

付
日
・

①
６

月
1
0
日

か

ら

②
８

月
1
2
日

か
ら

農

政

課

指
導

係

戦
没
者

の
遺

族
の

皆

さ
ん
へ

第
五
回

特
別
弔
慰
金
の
請
求

期
限

は
６

月
2
6
日

で

す
。

援
護
課

社
会
係

し

尿
処

理
手

数
料

の
納

入
通

知
書

は

届
き

ま
し

た

か

平
成
４

年
度
の
納
入
通
知
書

を
、
５

月
下
旬
に
発
送
し
ま
し

た
。
４

年
度
分
の
手
数
料
の
納

期
限
は
左
表
の
と
お
り
で

す
。

期
限
内
に

納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

区分 期 別 納 期 殷

人

頭

制

第１期 平成４年6 月30日

第２期 ９月30日

第3 期 12月28日

第４期 平成５年3 月31日

従量制 月単位 くみとり作業Eﾖの翌月末

清
掃
第
２
課
料
金
係

国
民

健
康

保

険

平

成

４

年

度

保

険

料

率

が

決
定

し
ま

し

た

納
期
は
一
期（
６
月
納
期
）
～

十
期（
翌
年
３
月
納
期
）
の
十
回

に
分
け
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

①所得割額
所得がある加入者ごとに、所得から基礎

控除31万円を引いてその金額に6.00%

をかけた額です。

②破保険者均等割額
加入者１人当たり の年額で、8,600円に

世帯の加入者數をかけた額です。
③世帯別均等割額(8.130 円）

１世帯当たりの年額です

①～③の合算額が保険料になります（上限
46万円）

国
民
健
康
保
険
課
保
険
料
賦

課
係

生

き

が
い
福

祉
事

業
団

会
員

を
募

集

対

象
健
康
で

働
く
意
欲
が
あ

り
、
自
分
の
経
験
や
能
力
を
生

か
し
た
い
と
考
え
て
い
る
六
十

歳
以
上
で
未
就
労
の
人

午
前
９
時
～
午
後
４
時
(
土
曜

日
は
午
後
Ｏ
時
3
0分
ま
で
）
の

間
に

、
写
真
と
印
鑑
を
持
参
し

、

左
表
の

各
施
設
へ

地区名 施 設 受付
曜日

地区名 施 設 受付
曜日

松戸地区 ながいき 課 月～金 常盤平地区 常盤平老人福祉ｾﾝﾀｰ

火～土矢切地区 矢切老人福祉ｾﾝﾀｰ

火～土

小 金
・

小金原地区
小金原老人福祉ｾﾝﾀｰ

東部地区 東部老人福祉ｾﾝﾀｰ 新松戸
地 区

新松戸市民センター

馬橋地区
馬橋市民センター 五香六実

地　 区
生きがい福祉事業団 月～金

馬橋東市民ｾﾝﾀｰ 日･木を
除 く

※
月
々
の
会
費
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

生
き
が
い
福
祉
事
業
団
　
8
4
-

3
1
9
1

番

お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン

松
戸
駅
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

市
民
劇
場

市
民
会
館

戸
定
歴
史
館

文
化
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ

ー

市税の住民負担状況　 表④

市有財産の現在高　表⑤

１　 基 金

(1)財政調整基金　　　　　5,533,962 千円

(2)国民年金印紙購入基金　　　8,500 千円

(3)土地開発基金　　　　　4,800,000干円

(4)学童災害共済基金　　　　　12,376干円

(5)松本清奨学基金　　　　　　50,000千円

(6)高額療養費貸付基金　　　　15,000 干円

(7)国民健康保険事業財政調整基金700,000干円

(8)福祉基金　　　　　　　　221,181 千円

(9)美術品等取得基金　　　　410,000千円

(10)白井聖地公園基金　　　　　17､663干円

(11)文化施設建設基金　　　4,726,184千円

(12)市債管理基金　　　　　　940,000干円

２有価証券および出資こよる権利　1,876,017干円

３　土地および建物

(1)土地2,803,758.05㎡(うち土地開発基金5,484.23㎡)

(2)建物　792,400,89㎡

４　車　両総台数407台

乗用車　27台・貨物車　119台・消防車71台

救急車　10台・軽自動車95台・その他85台

平成４年３月31日現在



広報まつど[6]ａ 滲Ｄ ど(6)第７８２号

イ

ン
デ
ィ

ア

カ
大
会

６

月
2
1日

午
後
１
時
～
５

時
　

会
揚
常
盤
平

体
育
館
　

費

用
一
人
二
百
円
（
一
チ
ー
ム
四

人
）６

月
1
2
日
ま
で
に
、
電
話

で
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会
・
原
島
　

9
2
-
3
2
6
8
番
へ

明
地
区
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
教
室

種 目 期 日 時 間 会場 定員 問い合わせ

バレーボール

(女子)

6/14

午前9 時3吩

～ 午後４時

上

本

郷第

二小

各五

十
人

体育指導委員

渡辺

豐　62-4731
番

グラウンドゴ

ルフ

午前９時30分

～ 正午

体育指導委員

村松

64-2927番

チャンネル
※タイトルが色刷りのものは、

市主催の催し物です。
イ ン ディ ア カ

ス
ポ
ー
ツ

ソ

フ

ト

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

教

室

①
６
月
７
日
、
７
月
５
日
・

2
6
日
午
後
１
時
3
0
分
～
３
時
3
0

分
②
６
月
2
1
日
、
７
月
1
9
日
午

前
９
時
3
0
分
～
１
１
時
3
0
分
、
各

日

曜
日
　

会

揚

①
新

松

戸

西
小

体

育
館

②
新

松
戸

北

小

体

育

館

対

象

一
般

男

女

（
特

に
四

十
～

五

十
歳

代

）
　・

各
三

十
人
　

費

用

一
回

百

円

電
話
ま
た
は
当
日
現
地
で
小

林
　
4
5
-
3
6
8
5
番
へ

ダ

ブ

ル
ス
選

手
権

大
会

（
硬

式
テ

ニ

ス
）

①
７
月
1
9
日
・
2
6
日
、
②
８

月
2
3
日
、
９
月
６
日
の
各
日
曜

日
、
午
前
８
時
4
0
分
集
合
　
会
場

栗
ヶ
沢
公
園
庭
球
場
　

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の
人
・
ク
ラ

ブ
員
　

種
目
①
一
般
男
子

②
一

般
女
子
・
壮

年

６
月
1
6
日
必
着
で
、
所
定

の
申
込
用
紙
で
〒
2
7
0
松
戸
市
新

松
戸
六
-
六
九
サ
ン
ラ
イ
ト
パ

ス
ト
ラ
ル
弐
番
街
Ａ
-
九
〇
九

竹
内
実
へ

松
戸
市
テ
ニ
ス
協
会
・
平
木
　

4
8
-
6
7
8
4
番

人口と世帯 （５月1日現在）

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
教
室

期 日 時 間 会 場 費 用 申し込み

6/7 倒

午前9 時

～午後1 時

栗ヶ沢小校庭

無

料

当日会場で

体育指導委員

松丸

43-6608番

21(日)

午前9 時

～正午

新松戸西小校庭

当日会場で

体育指導委員
木下

45-3429番

ラ
イ

フ
ル

射
撃

教
室

６
月
1
4日

午
前
1
0時
～
正

午
　

会
場
運
動
公
園
武
道
館
会

議
室
　

対
象
十
五
歳
以
上
の
人

費
用
無
料

当
日
会
場
で

松
戸
市
ラ
イ
フ
ル

射
撃
協
会
・

奥
田
　
6
5
-
3
3
9
1
番

ソフト バレ ーボール

松

戸
市

軽
ス

ポ

ー
ツ
大

会

（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
)

６
月
2
1日

午
前
８

時
3
0分

か
ら
受
け
付
け
　

会
揚
運
動
公

園
陸
上
競
技
場
　

定
員
先
着
四

十
チ

ー
ム
（
一
チ

ー
ム
七
人
）

費
用
無
料

６
月
８
日
午
前
９
時
か
ら

ス
ポ
ー
ツ
課
(
6
3
-
9
2
4

1
番
）
窓
口
へ

婦

人
健

康
体

操
教

室

６
月
1
9日
～
７

月
2
4日
の
毎

週
金
曜
日

、
午
前
1
0時
～
正
午

会
場
青
少
年
会
館
　

定
員
三
十

人
　

費
用
二
千
円
（
保
険
料
含

む
）

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年

齢
を
記
入
し
、
〒
2
7
0
松
戸
市
新

松
戸
七
-
二
二
-
Ａ
一
〇
〇

三
松
戸
市
健
康
体
操
連
盟
・
梶

野
真
由
美
（
4
2
-
2
6
0
2

番
)
へ

市

民
夏
季

野

球
大

会
主

将
会

議
６

月
2
0日

午
後
５
時
か
ら

会
揚
運
動
公
園
武
道
館
会
議
室

対
象
①
春
季
市
民
大
会
一
回
戦

敗
退
・
参
加
希
望
チ
ー
ム
②
新

規
参
加
チ
ー
ム
　
費
用
①
一
万

二
千
円
②
一
万
七
千
円

当
日

費
用
を
持
参
し

、
直
接

会
場
へ

松
戸
市
野
球
協
会
・
高
野
　

4
1
-
9
6
4
3
番

バ
ス

ケ

ッ
ト

ボ

ー
ル
市
民

大

会
６

月
2
8日
、
７

月
５
日
の
各

日
曜
日

、
午
前
８

時
3
0分
～
午

後
５

時
　

会
揚
運
動
公
園
体
育

館
ほ
か
　
対

象
市
内
在
住
・
在

勤
者
の
チ

ー
ム
（
男
子
高
校
生

を
除
く
）
　
　費
用
一
チ
ー
ム
ニ

千
円

※
６

月
1
8日
出
午
後
７

時
か
ら

小
金
中
で
代
表
者
会
議
を
行

い
ま
す
。

６
月
1
2
日
必
着
で
、
ハ
ガ

キ
に
チ
ー
ム
名
・
代
表
者
名
・

住
所
・
電
話
・
男
女
の
別
を
記

入
し
、
〒
2
7
0
松
戸
市
横
須
賀
一

八
七
小
金
中
学
校
内
・
浜
田
一

彦
（
4
1
-
0
6
4
6
番
）
へ

保

健

衛

生

乳

児
神

経
芽

細
胞

腫
検

査

生
後
六
～
七
ヵ
月
の

乳
児
を

対
象
に
、
乳
児
神
経
芽
細
胞
腫

(
小
児
が
ん
の
一
種
）
の
検
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。

生
後
三
～
四
ヵ
月
ご
ろ
に
検

査
用
紙
を
郵
送
し
ま
す
が
、
届

か
な
い
人
は
最
寄
り
の

支
所
内

の
市
民
健
康
相
談
室
へ

、
用
紙

を
取
り
に

来
て

く
だ
さ
い
。

健
康
管
理
課
業
務
係

療

育

相

談

６

月
１１

日

午

後
１

時
～

１

時
3
0
分
　

会

場
松

戸

保

健
所
　

対
象

乳

児
の

股

関

節
脱

臼

検

診

未
受

診

者

と
整

形

外

科

領
域

の

診
察

・

相

談
を

希

望

す

る
十

八

歳
未

満
の

人

電
話
で
松
戸
保
健
所
保
健
指

導
課
　
6
1
-
2
1
2
1
番
へ

小

学
生

を
持

つ
親

の
た

め
の

性

教
育

セ
ミ

ナ

ー
講
演
会

６
月
1
1日

午
前
1
0時
～
正

午
　
会
揚
市
民
会
館

内
容
「
思

春
期
の
男
女
の
性
」
虎
の
門
病

院
産
婦
人

科
医
師
・
堀
口
雅
子

氏
、
「
思
春
期
の
子
供
の
性
に

ど
う
対
応
す
る
か
」
人
間
と
性

教
育
研

究
協
議
会
代
表
幹
事
・

村
瀬
幸
治
氏

健
康
管
理
課
小
金
方
面
保
健

室市
内

高
校

野
球

親
善

試
合

６

月
1
3日

午
後
２
時
か
ら

と
、
６
月
1
4日

・
1
5日

午

前
８

時
3
0分
か
ら
　
会
場
運
動

公
園
野
球
場

松
戸
市
体
育
協
会
　
6
9
-
2

0
3
0
番

国

立
療
養

所
松

戸

病
院

外
来

が
休

診

に
な

り
ま
し

た

国
立
療
養
所
松
戸
病
院
は
７

月
１
日
に
国

立
柏
病
院
と
統
合

し
、
柏
市
内
で
（
仮
称
）国
立
が

ん
セ
ン
タ
ー
東
病
院
と
し
て
発

足
す
る
こ
と

が
決
ま
り
、
同
日

付
け
で
廃
止
・
移
転
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
６

月
１
日

か

ら
外
来
診
療
が
休
診
さ
れ
ま
し

た
。市

で
は
国
立
療
養
所
松
戸
病

院
の
施
設
を
譲
り
受
け
改
修
整

備
を
し
て
、
（
仮
称
）松
戸
市
立

福
祉
医
療
セ
ン
タ
ー
（
病
床
二

百
床
・
老
人
保
健
施
設
五
十
床
）

と
し
て
、
平
成
５

年
度
に
開
院

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

福
祉
医
療
セ
ン

タ
ー
開
設
準

備
室

幼
児

の
腎

炎
・

ネ
フ

ロ

ー
ゼ

尿
検

査

時
期
６
月
下

旬
　
費
用
無
料

対
象
昭
和
6
1年
４
月
２
日
～
平

成
元

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
幼

児圉
月
1
5
日
必
着
で
、
ハ
ガ

キ
に
住
所
・
保
護
者
氏
名
・
幼
児

氏
名
・
幼
児
性
別
・
幼
児
生
年

月
日
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て
、

〒
2
7
1
松
戸
市
根
本
三
八
七
-
五

松
戸
市
役
所
健
康
管
理
課
尿
検

査
担
当
係
へ

※
申
し
込
み
者
に
は
採
尿
容
器

松
戸

市

健
康
・

体

力
づ

く
り

フ
ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

６

月
1
3日

午
後
１

時
～
４

時
　
会
揚
運
動
公
園
体
育
館

※
上

履
き
持
参

ス
ギ
ー
ツ
課
　
6
3
-
9
2
4

1
番

を
送
り
ま
す
。
認
可
幼
稚
園
、

保
育
所
（
園
）
に
通
園
（
所
)

て
い
る
幼
児
は

、
園
（
所
）
を

通
し
て

採
尿
容
器
を
配

布
し

ま
す
の
で
、
申
し
込
み
は
不

要
で

す
。

健
康
管
理
課
業
務
係

三
歳
児

健
康

診
査

期
日
６

月
９
日

・
1
6日

・
2
3

日
　

会
場
松
戸
保
健
所

対
象
平
成
元

年
２

月
生
ま
れ
の

幼
児

※
該
当
す
る
幼
児
で
健
康
診
査

票
が
届
か
な
い
人
は
、
ハ
ガ

キ
に

住
所
・
電
話
番
号
・
幼

児
氏
名
・
幼
児
生
年
月
日
・

保
護
者
氏
名
・
転
入

年
月
日

を
記
入
し
て
、
〒
2
7
1
松
戸
市

小
根
本
七
松
戸
保
健
所
三
歳

児
健
診
係
へ

松
戸
保
健
所
保
健
指
導
課
　

6
1
-
２
１
２
１
上
番

日

本

脳

炎

予

防

接

種

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
は
、

基
礎
免
疫
と
し
て
初
回
接
種
二

回
・
追
加
接
種
（
翌
年
二
回
を

行
い
、
基
礎
免
疫
終
了
後
は
四

年
に
一
回
追
加
免
疫
を
学
校
で

行
い
ま
す
。
　
申
し
込
み
を
す

る
人
三
歳
以
上
十
六
歳
未
満
で
、

基
礎
免
疫
ま
た
は
追
加
免
疫
を

終
了
し
て
い

な
い
人
で

、
問
診

票
を
持
っ
て
い

な
い
人

。
以
前

の
問
診
票
を
持
っ
て
い
る
人
は

そ
れ
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
　
申

し
込
ま
な
く
て
も
よ
い
人
昭
和
6
3

年
４
月
２
日
～
平
成
元
年
４

月
１
日

生
ま
れ
の
人
に
は
初
回

接
種
二
回
分
の
問
診
票

を
、
昭

和
6
2年
４
月
２
日
～
6
3年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
人
に
は
追
加
接

種
一
回
分
の
問
診
票
を
、
そ
れ

ぞ
れ
三
月
下

旬
に
送
っ
て

い
ま

す
の
で
、
申
し
込
む
必
要
は
あ

東葛農商学校
明尋常小学校の校舎を借りて開校しました

(昭和４年、「松戸市史」から)

り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
３
月
１

日
以

降
に
住
民
登
録
を
し
て
い

る
人
は
、
必
ず
申
し
込
み

を
し

て

く
だ
さ
い

。

ハ
ガ
キ
に
下
図
の
よ
う
に
記

入
し
て
、
〒
2
7
1
松
戸
市
根
本
三

八
七
-
五
松
戸
市
役
所
保
健
衛

生
課
日
本
脳

炎
係
へ

ハ
ガ
キ
記
入
要
領

日本脳炎予防接種日程表

会 場
期 日

時間
6 月 7月

衛 生 会 館 12 17･29

午

後
１
時15

分
～

２
時30

分

五 香市民 セン タ ー 29 10･22
松飛台市民センタ ー 11・22 /
小金北市民センター 11･22 /
東部 市民セン タ ー / 2･13･24

馬橋東市民センター / 2･14･23

健康 増進セン ター / １･13･22

常盤平市民ｾﾝﾀｰ 別館 5 ３･15

明 市 民 セ ン タ ー / １･10･21

古ヶ崎市民センター 19 １･14

棯台 市民センタ ー 25 6･17

小金原市民センター 16・25伽 7･16

新松戸市民センター 8 9･20

小金 市民センタ ー / 6･16･28

六実市民ｾﾝﾀｰ 別館 11 8

二十世紀が丘市民ｾﾝﾀｰ / 3･13･24勤労奉仕にでかけるため､風早神社前に整列

まつど

今昔

写真館

保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係



１９９２年(平成4年)6月5日１９９２年(平成４年)６月５日[7]広報まつど

ご参加ください　情報

お
じ

い
ち

ゃ
ん

の
料

理
教
室

６
月
2
4日

・
2
5日

・
2
9

日

、
午
前
1
0時
3
0分
～

午
後

１

時
3
0分
　

会
揚
小
金
市
民
セ

ン
タ
ー
　
対
象
市
内
在
住
の
六

十
歳
以
上
の
男
性
・
先
着
十
五

人
　

費
用
無
料

６
月
1
2
日
ま
で
に
、
電
話

で
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
6
8
-

0
5
0
3

番
へ

松

戸
史

談
会

講
演

会

６
月
1
4
日
午
前
1
0
時
　
会

場
馬
橋
東
市
民
セ
ン
タ
ー
　
費

用
無
料
　

内
容
市

立
博
物
館
の

概
要
に
つ

け
て
　

講
師
教
育
委

員
会
博
物
館
開
設
室
次
長
・
小

川
孝
司
氏
ほ
か

神
尾
　
4
1
-
2
4
5
8
番

特
別

交
通
法

規

講
習

会

６

月
1
4日

午
後
１
時
3
0分

か
ら
　

会
場
総
合
福
祉
会
館

対
象
車
い
す
使
用
者
（
一
般
の

参
加
も
可
）

松
戸
市
身
障
運
転
者
協
会
・

松
井
　
4
2
-
0
7
3
9
番

倫

理
文

化
講
演

会

６
月
６
日
出
午
後
２

時
～
４

時
　
会
場
柏
市
民
文
化
会
館

費
用
五
百
円

倫
理
研
究
所
柬
葛
支
所
・
寺

嶌
　
8
8
-
1
2
7
2
番

こども祭の巨 大迷路(５ 月３日撮影)･

青

年
講

座
「

世
界

の
民
族

料

理
を
味

わ
お

う
」

日

時
７
月
か
ら
平
成
５

年
２

月
ま
で
の
、
毎
月
一
回
火
曜
日

ま
た
は

水
曜
日

、
午
後
７

時
～

９
時
　

会
揚
東
京
都
内
（
午
後

７
時

ご
ろ

集
合
）
　

費
用
一
回

に
つ

き
五
千
円
程
度
　
対

象
二

十
歳
～
三
十
歳
の
松
戸
市
在
住

ま
た
は
在
勤
の
人
　

定
員
先
着

十
五
人
　

説
明
会
６
月
2
4日

午
後
７

時
3
0分
～
９

時
、
婦
人

会
館
で

電
話
で
、
社
会
教
育
課
青
少

年
婦
人
係
　
6
6
-
7
4
6
2
番

へ

楽

し

い
ク

ッ
キ

ン

グ
教

室

６

月
2
3日

午
前
1
0時
～
午

後
１

時
　

会
場
六
実
市
民
セ
ン

タ
ー
　

対
象
六
十
歳
以
上
の
人

（
男
性
歓
迎
）
　
　
内
容
簡
単
に

で
き
る
お
総
菜
　

費
用
無
料

定
員
先
着
十
五
人

健
康
管
理
課
常
盤
平
方
面
保

健
室
1
8
4
-
1
3
3
3
番

オ

ス
ト

メ
イ
ト

社

会
適

応
訓

練

講
習

会

６
月
1
3
日
午
後
１
時
3
0
分

～
４
時
　
会
場
成
田
市
中
央
公

民
館
対
象
県
内
の
人
工
肛
門
・

人
工
膀
胱

造
設
者
と
そ
の
家
族
、

医
療
関
係
者
　
費
用
無
料

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
千
葉

県
支
部
・
村
山
　
0
4
7
4
-

5
1
-
5
5
8
1
番

千

葉
県

自
閉

症
児

者
親

の
会

総

会
と

講
演

会

６

月
2
1日

午
前
1
0時
～
午

後
３
時
3
0分
　

会
揚
千
葉
市
文

化
セ
ン
タ
ー
　
内
容
「
自
閉
症

の
療
育
」
　

講
師
神
奈
川
県
小

児
療
育
相
談
セ
ン

タ
ー
所
長
・

佐
々
木
正
美
氏

矢
作
　
0
4
7
4
-
7
7
-
9

7
1
0

番

講
座
・
講
演

講
演

会
「

東
洋
医

学
の

特
徴

と
養

生
法

と
し
て

の
気

功
」

６

月
2
7日

午
前
1
0時
～
午

後
Ｏ

時
3
0分
　

会
場
勤
労
会
館

講
師
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ

ビ
気
功

専
科
講
師
・
帯
津
良
一
氏
　

定

員
先
着
百
二
十
人
　

費
用
千
五

百
円常

盤
平
気
功
会
・
鈴
木
　
8
4
-

4
5
5
9
番
（
午
後
２
時
～

４
時
の
間
）

中

学
生

の
料

理
教

室

６
月
2
8
日
午
前
1
0
時
～
午

後
１
時
　
会
揚
市
民
会
館
料
理

教
室
　
対
象
市
内
在
住
の
中
学

生
・
先
着
四
十
人
　
内
容
手
巻

き
寿
司
・
グ
ラ
ハ
ム
ケ
ー
キ

費
用
無
料
　

持
ち
物
ふ
き
ん
・

エ
プ
ロ
ン

電

話
で
市

青
少
年
相
談
員
連

絡
協
議
会
事
務
局
（
こ
ど
も
課

内
）
へ

自

分

が
変
わ

る
、

み
ん

な
も

変

わ

る
、
女

性
国
内

派

遣
研

修
参
加

者
募

集

研
修
の
三
日
間
、
ふ
だ
ん
と

は
違
う
角
度
で
自
分
を
見
つ
め

て
み
ま
せ
ん
か

。

生
活
の
中
で

感
じ
て
い

る
女

性
問
題
を
、
広
い
視
野
で

学
習

し
、
地
域
活
動
へ

生
か
し
て

く

だ
さ
い
。

対
象
市
内
在
住
・
在
勤
・
通

学
し
て
い
て
、
４
月
１
日

現
在

満
二
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満

の
女
性
　
期
間
８
月
2
8日

～
3
0

日

（
二
泊
三
日
）
　
内
容
女

性
学
講
座
　

会
場
国
立
婦
人

教

育
会
館
（
埼
玉

県
比
企
郡
嵐
山

町
）
　
定
員
十
五
人
　

費
用
無

料
６
月
3
0
日
ま
で
に
、
レ
ポ

ー
ト
（
テ
ー
マ
「
男
女
平
等
社

会
実
現
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
、

字
数
八
百
字
程
度
）
を
女
性
課

（
婦
人
会
館
内
・
6
2
-
5
6
9

5
番
）
へ
持
参
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

水
墨
・

墨

彩
画

に
よ

る
暑
中

見
舞

の
書

き
方

講
座

６

月
2
1日

午
前
1
0時
～
正

午
　

会
揚
矢
切
公
民
館
　

費
用

二
千
円
　

定
員
先
着
三
十
人

講
師
石
井
白
藤
氏

白
藤
会
・
小
島
　
6
2
-
5
4

4
8
番

県

民

の

た

め

の

「

Ｃ

型

肝

炎

医

療

講

習

会

」

６

月
2
1
日

午

後
１

時
3
0
分

か

ら
　

会
場

船

橋

東

部
公

民

館

費

用
三

百

円

千
葉

肝

臓

友
の
会
松
戸
地
区
・

渡
辺
　
6
6
-
2
7
7
6
番

松

戸
市

歩
こ

う
会

「
武
蔵
国

分

寺

の
名
園
・
公
園

め
ぐ

り
」

７
月
５
日
午
前
６
時
5
0
分

松
戸
駅
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
前
集

合
、
午
後
３
時
3
0
分
ご
ろ
現
地

解
散
〔
小
雨
決
行
。
中
止
の
場

合
は
1
0
日
に
延
期
〕
行
き

先
都
立
武
蔵
野
公
園
（
Ｊ
Ｒ
西

国
分
寺
駅
～
Ｊ
Ｒ
東
小
金
井
駅

ま
で
徒
歩
十
二
㌔
）
　
費
用
一

人
四
百
円
（
一
家
族
四
人
ま
で

五
百
円
。
昼
食
は
持
参
）

交

通
費
大
人
片
道
八
百
八
十
円

定
員
百
五
十
人

６
月
2
0
日
ま
で
に
、
ハ
ガ

キ
に
住
所
・
氏
名
・
性
別
・
年

齢
・

電
話
番
号
を
記
入
し
て
、

〒
2
7
1
松
戸
市
上
矢
切
二
九
九
-

一
矢
切
公
民
館
内
松
戸
市
歩
こ

う
会
実
行
委
員
会
（
6
8
-
1

2
1
4

番
）
へ

第
二

十
七

回
松

戸
市

美
術

展

６

月
2
3日

～
７

月
５
日

午
前
1
0時
～
午
後
６

時
（
2
9日

は
休
館
、
最
終
日

は
午
後
４

時
ま
で

）
　
会
場
文
化

ホ
ー
ル

費
用
無
料
　
内
容
日

本
画
、
洋

画
、
彫
塑
の
公
募
展

社
会
教
育
課
市
民
文
化
係

6
6
-
７
４
６
２
番

文

部
省

認
定

社
会
教

育
通

信

地

方
受

講
者
研

究
集

会

６
月
2
1日

午
前
９

時
3
0分

～
午
後
４

時
　
会
場
県
立
千
葉

女
子
高
等
学
校
　
対
象
文
部
省

認
定
社
会
通
信
教
育
の
受
講
者

と
受
講
希
望
者
　
費
用
課
程
に

よ

っ
て

は
実
費
を
徴
収

県
教
育
庁
生
涯
学
習
部
振
興

課
事
業
班
・
0
4
3
-
2
2
3
-
4
0
7

3
番

催

し

物

松

戸

演
劇
鑑

賞

会
特

別
観
劇

会
６

月
3
0日

午
後
６

時
開
演

会
揚
市
民
会
館
　

費
用
五
千
二

百
円
　
内
容
地
人
会
公
演
「
あ

あ
結
婚
」
上
月
晃
主
演

松
戸
演
劇
鑑
賞
会
　
6
9
-
5

3
5
9

番
（
午
後
２

時
～
７

時
）

と

も

し

び

読

書

会

６

月
1
8
日

午
前
1
0
時
～

正

午
　

会
場

婦

人

会
館
　

テ
キ

ス

ト

「

額
田

女
王

」
井

上

靖
著

費

用
七

百

円
（

初

回
は

三
百

円

）

染
井
　
6
5
-
9
5
6
5
番

千

葉

「
腎
炎

・

ネ
フ

ロ
ー

ゼ

児
」

を
守

る
会

６
月
2
0日

午
後
Ｏ

時
3
0分

～
４
時
　

会
場
千
葉
市
民
会
館

内
容

体
験
発
表
な
ど

中
川
　
〇
４
７
４
-
7
3
-
3

3
3
7

番

十

代
、

二
十

代
の

吃
音

（

き

つ
お
ん

）
者

の

集
い

６
月
2
1
日
、
７
月
1
9
日
、
８

月
９
日
の
各
日
曜
日
、
午
後
１

時
～
５
時
　
会
場
千
葉
市
中
央

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　
対

象
十
代
、
二
十
代
の
吃
音
者
、

そ
の
両
親
、
吃
音
問
題
に
関
心

の
あ
る
人

な
ど
　
費
用
無
料

千
葉
言
友
会
・
山
倉
　
0
4
3
-

2
4
3
1
９
７
０
２
番

の

ぞ
み

学
園

作

品
展
示

即
売

会

６
月
1
7日

～
1
9日

午
前

９
時
～
午
後
４
時
3
0分
（
最
終

日
は
午
後
４
時
ま
で

）
　
会
場

市
役
所
本
館
新
館
連
絡
通
路

内
容
縫
製
・
陶
芸
・
木
彫
り
な

ど
約
九
百
七

十
点

の
ぞ
み
学
園
　
6
8
-
1
6
3

2
番

古

い

写

真

を

探

し

て

い

ま

す

広
報
課
で
は
、
松
戸
市
の
市
制
施
行

五
十
周
年
記
念
誌
に
掲
載
す
る
た
め
の

写
真
を
探
し
て
い
ま
す
。

松
戸
市
が
誕
生
し
た
昭
和
1
8年
当
時

に
、
市
内
で
撮
っ
た
写
真
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
・

広
報
課

ｍ
n
g
l
i
s
h
？
サ
ー
ク
ル
入
会

説
明
会

６
月
1
3日

午
後
６

時
～
７

時
 
会
場
青
少
年
会
館
本
館

費
用
月
三
千
円
　
内
容
英
語
の

苦
手
な
中
学
生
の
た
め
の

学
習

サ
ー
ク
ル

か
っ
は
組
・
相
田
 
4
4
-
5

8
3
9

番

喜

楽
家

ボ

ロ
市

（
衣
類

の

バ

ザ
ー
）

６
月
1
4
日
正
午
～
午
後
２

時
会
揚
喜
楽
家
（
障
害
者
通

所
施
設
・
馬
橋
二
九
八
六
）

喜
楽
家
　
4
4
-
9
9
5
1
番

(
月
曜
・
祝
日
を
除
く
）

健
康

カ
ラ
オ

ケ
コ

ン
テ

ス
ト

６
月
1
7日

午
後
６

時
開
演

会
場
市
民
劇
場
　

費
用
無
料

健
康
カ
ラ
オ
ケ
普
及
会
・
冨

永
　
4
1
-
3
6
2
3
番

女
声
合
唱
団
コ
ー
ル
・
メ
イ

第

四
回

定

期
演
奏

会

６
月
2
0日

午
後
５

時
開
演

会
揚
市
民
会
館
　
費
用
千
円

内
容
委
嘱
初
演
「
サ
ト
ウ
ハ
チ

ロ
ー
の
詩
に
よ

る
五
つ

の
歌
」

ほ
か
、
指
揮
・
河
野
正
幸
氏

大
沢
　
6
7
-
1
7
9
8
番

松

戸
子

ど
も
劇

場

日時
6/14(日)
午後５時30分

6/15

１回目 午後１時30分
２回目 午後４時

会場 市民会館 馬橋北小学校

内容
高学年部例会

劇団東演
舞台劇｢翔ベイカロスの翼｣

地域公演
劇団風の子東京
舞台劇｢とべ夢ひこうき｣

費用 3,000円 1,000円

申込み
高橋061-1606 番 藤田　47-4446 番

浪

曲

と
語

り
芝

居

６
月
2
8
日
午
後
１
時
3
0
分

～
３
時
3
0
分
　
会
揚
矢
切
公
民

館
　
費
用
無
料
　
内
容
太
田
英

夫
（
芸
術
選
賞
新
人
賞
受
賞
）

に
よ
る
「
坂
田
三
吉
物
語
王
将

一
代
」
「
浪
曲
師
夫
婦
人
生
」
ほ

か
　
定
員
先
着
百
七
十
人

電
話
で
矢
切
公
民
館
　
6
8
-
１
２

１
４
番
へ

上本郷・風早神社わきに、明村・松戸町・高木村・馬

橋村の１町３力村参加の組合立東葛農商学校が開校した

のは、昭和４年５月のことでした。

折から中等教育進学希望者が増加するなかにあって、

東葛地区には学校が少なく、また農村地区では普通中等

教育課程よりも、すぐに産業に役立つ農商業の職業指導

教育が望まれることから、設立されたものです。

組合には後に、流山町・八柱村が加わりましたが、組

合参加以外の近隣町村からの入学者も多＜、東葛地区の

実業校としての役割は大きかったようです。

戦後六三制教育制度の施行の際、県立松戸高校に吸収

合併されました。

救急医療体制

健康保険証を忘れずに

◆夜間急病診療所(毎日)

午後8時~11時衛生会館内

……………68-3756 番

待機病院(毎日)･ 午後5時～午前9時

テレホンサービ ス……………………66-0010 番

緊急休日在宅当直医･午前9時～午後5時

テレホンサービス……………………66-0010 番

休日土曜日夜間歯科診療所･午後8時～11時

衛生会館内……………………………65-3430番



第７８２号

「
松

戸

市
を

、

音

楽

を

通
じ

て

も

、

一
度

住

ん

だ
ら

離

れ
ら

れ

な
い

街
に

し

た
い

」

石

井

さ
ん

は

、
市

内
の

ア

マ

チ

ュ

ア

音

楽

グ
ル

ー

プ

が

結
束

、

設
立

し

た

松
戸

市

音

楽

協

会
の

会
長

に

就

任
し

た

。

こ

の

協

会
は

、「
市

内
に

交

響

楽
団

を
つ

く
ろ

う

」

と
の

思
い

で

、
昭

和
5
5
年
か

ら

三
つ

の

団

体
を

支

援

す

る
た

め
に

活

動
し

て

き

た

も
の

を

、
市

民
の

音
楽

活

動

が
充

実
し

て

き

た
の

を
機

に

拡
大

、

改

組
し

、

新

た
に

発

足
し

た

も
の

。

市
内

の

団

体
の

ほ

と

ん

ど

が

参

加
し

て

い

る

。

こ

の

一

年
は

調
整
に

明
け

暮

れ
た

。

既

存
の

五

十

余

り
の

団

体
の

質

や

基

準
の

違
い

を

、
協

会
に

一

本
化

す
る

に

は

、

相
当

な

苦

労

が

あ

っ

た

と

思

わ

れ

る
。

し

か
し

石

井

さ

ん
は

、
そ

ん
な

日

々

を

振
り

返

り

「

お
た

ま
じ

ゃ

く
し
（
音

符

）
で

解
（
わ

）

か
り

あ

え

る
な

ん

て

、

素

晴
ら

し

い
こ

と
で

す
よ

ね
」
と

笑

う
。

じ
め
じ
め
と
し
た
梅
雨
が
明

け
る
と
、
夏

休
み
が
や
っ
て
き

ま
す
。
皆
さ
ん
は
、
ど
ん
な
計

画
を
立
て
て
い
ま
す
か
。

近
ご
ろ
、
夏
に
限
ら
ず
人
気

の
高
い
の
が
海
外
旅
行
。
円
高

も
手
伝
っ
て

、
ひ

と
こ
ろ
よ
り

は
気
軽
に
外
国
に
飛
び
立
て
る

よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

特
に
松
戸
市
は
、
便
利
な
成

田

空
港
へ
の
直
通
バ
ス
も
あ
り

海
外
旅
行
者
も
増
え
る
一
方
の

よ
う
で
す
。

Ｊ
Ｒ
松
戸
駅
西
口
に
あ
る
東

葛
飾
旅
券
事
務
所
で
は

、
平
成

３

年
度
に
八
万

九
千
八
百
五
十

一
件
の

パ
ス
ポ
ー
ト

が
発
行
さ

れ
ま
し
た
。
前
年
度
と
比
べ
る

と
、
約
一
万
二
千
件
も
増
え
て

い

ま

す

。

こ
の
う
ち
松
戸
市
民
が
手
に

し
た
パ
ス
ポ
ー
ト
は
三
万
六
千

百

十

件

（
中

央

旅

券

事
務

所
で

発
行

さ
れ

た

分

も

含
み

ま

す

）
。

昨

年

度
一

年

間
で

、
松

戸

市

民

の

十

三

人

に

一

人

が
パ

ス

ポ

ー

ト

を
取

得

し

た
こ

と

に

な

り

ま

す

。

随
分

た

く

さ
ん

の

人

が

海

外

へ

出

掛

け

て

い

る

よ

う

で

す

。と
こ

ろ
で

、

今

年
の

秋

か

ら

パ
ス

ポ

ー
ト

が

変

わ
る

の

を

ご

存
じ

で

す

か

。

発
行

手

数

料

が

八

千
円

か

ら

一
万

円

に

な

る
ほ

か

、

デ
ザ

イ

ン

も
一

新

。

新

し

い

パ
ス

ポ

ー
ト

を

胸
に

飛

び

立
て

る
の

も
間

も

な

く
の

よ

う
で

す

。

松戸市音楽協会会長

に就任した

石井亮太郎さん

「
趣
味
が
広
い
と
い
う
こ
と

は
、
人
生
が
豊
か
だ
と
い
う
こ

と
」
の
言
葉
の
と
お
り
、
石
井

さ
ん
の
趣
味
は
多
種
多
彩
で
あ

る
。
ス
ポ
ー
ツ
万
能
、
音
楽
大

好
き
、
オ
ー
ト
バ
イ
や
飛
行
機

も

好

き
で

、
五

十

歳

を
過

ぎ

た

こ

ろ

に

パ
イ

ロ

ッ
ト

ラ

イ

セ

ン

ス

も

取

得
し

た

。

そ

ん

な

持
ち

前
の

バ
イ

タ

リ

テ

ィ

ー
が

、
今

協

会
の

運
営

に

注

が

れ
て

い

る

。

６

月
６

日

に

は

、

協
会

の

設

立

記

念
行

事

が

市

民
劇

場
で

開

か

れ

る

。
応

援
し

て

く
れ

る

人

た

ち

を

招
い

て

の

お

披

露
目

で

あ

る

。
こ

れ
を

境

に

、

協
会

と

し
て

の

本

格
的

な

活

動

が

始

ま

る

。

会
場

の

使

用

や

イ

ベ
ン

ト

開

催
日

の

調
整

、

参

加
団

体

間

の

交

流

・

相
互

支

援

体

制
の

強

化

な

ど

。

「
当
面
は
軌
道
に
乗
せ
る
こ

と
が
目
標
で
す
が
、
い
つ
か
は

文
化
会
館
（
平
成
５
年
１
１
月
完

成

予

定

）
で

、
参

加

団

体

が
そ

ろ

っ
て

の

ジ

ャ
ン
ル

を

超
え

た

音

楽

祭

を
行

い

た

い

」

と

、
石

井

さ

ん
の

夢
は

膨

ら

む

。

（
河
原
塚
在
住
）

ジャンル を超 えて

スナップ　ショット

あなたの撮ったスナップ写真（街の話題・

身近な出来事など）をお寄せください。採

用の方には記念品を差し上げます。

広報課

日本アマチュア秀作美術館に

２作品が収蔵
日
本

ア
マ

チ
ュ

ア

秀
作

美
術
館
に
、
市

川
清

子
（
新
松
戸

）
さ
ん
と
黒
澤

朝
子
さ
ん
の
作

品
が

収

蔵
さ
れ

る
こ

と
に
な
り

ま
し

た
。

こ
の

美
術
館
は

、
新
潟
県
佐

渡
ケ
島
の
小
木

（

お
き
）
町
に

あ
り

、
全
国
で

唯

一
の
、
ア
マ

チ
ュ

ア
の
感

性
豊
か
な

作
品
を
収
蔵

対
象
に
し
て
い

る
公

営
美
術
館

。

ど
ち
ら
の
作

品
も
、
昨
年
の

国
民
文
化

祭
で

上
位
に

入
選
し

た
す
ば

ら
し
い

も
の

。
末

永
く

見

る
人

の
目

を
楽
し
ま
せ
て

く
れ

る
こ

と
で
し

ょ

う
。

市
内
で
初
の

少
年
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
大
会

スピードに乗
ってゴール

大
金
平

黒
澤

朝
子
さ
ん

こ
の
作
品
は
、
自
分
な

り
に
長
い
間
温
め
て
き
た

も
の
で
し
た
。

佐
渡
の
美
し
い
自
然
の

中
の
美
術
館
に
収
蔵
し
て

い
た
だ
け
る
な
ん
て
、
私

に
と
っ
て
も
、
作
品
に
と

っ
て

も
し
あ
わ
せ
だ
と
思

い
ま
す
。

私
も
い
つ
か
訪
ね
て
み

た
い
で
す
ね
。

ゴールを目指して

５月３日、ニッ木のスターランドを会場に、松戸市少

年アイスホッケー大会が開催されました。

市内のチーム「松戸リト ルスター」をはじめ、市外から

も３チームが参加。幼稚園年長さんから、小学校６年生

までのチビッ子チーム同士ですが、パックを追って氷上

を駆け抜ける試合運びは迫力満点。

試合を主催した市のスケート連盟では、「アイスホッケ

ーの楽しみを広めたい」と、チーム参加者を募集中です。

広報まつど[8

]

こ数なあに？

"36,110"

緊
張
の
一
瞬
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